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令和４年度第２回八戸産学官連携推進会議 議事録 

 

 

日時 令和5年2月3日（金）14:00～14:45 

                       場所 八戸市庁本館4階 会議室A 

 

 

○司会（八工大・高橋教授） 

会議の開催に先立ちまして、本日お配りした会議資料を確認いただきたく存じます。本日の会議資

料は、次第・出席者名簿・席図・資料1～資料4までございます。過不足等はございませんでしょうか。 

それでは、ただいまから、「令和4年度 第2回八戸産学官連携推進会議」を開催いたします。まず、

はじめに、委員の交代がありましたので事務局よりお知らせいたします。河村 忠夫委員の後任とし

て、八戸商工会議所会頭の武輪 俊彦委員に御就任いただいております。それでは武輪委員より、一

言、御挨拶をいただきたいと存じます。 

 

○武輪委員（八戸商工会議所会頭） 

 昨年11月に、八戸商工会議所の会頭を拝命いたしました。就任して3か月余りということですけれ

ども、当商工会議所の運営にあたりましては、この会議の名称にもあります八戸市をはじめ高等教育

機関のほか、関係する団体の皆さんの連携を心掛けてまいりたいと考えております。どうぞ、よろし

くお願いいたします。 

 

○司会（八工大・高橋教授） 

ありがとうございました。それでは、議事に入りますので、熊谷市長に進行をお願いいたします。 

 

○熊谷会長（八戸市長） 

それでは、しばらくの間、議長を務めさせていただきます。まず、案件(1)「副会長の選任につい

て」、事務局から説明をお願いいたします。 

 

○事務局（八学大・田中教授） 

 大変恐れ入りますが、着座にて説明させていただきます。それでは、副会長の選任について御説明

申し上げます。お手元の資料1「八戸産学官連携推進会議 設置要綱」を御覧願います。第3条「組織」

のところを御覧下さい。第1項は、推進会議の構成員は関係機関の長とすることを規定しており、こ

れに基づき、今回より武輪会頭に御参加をいただいております。 

次に、第3項を御覧願います。ここでは副会長に関することが規定されており、その選任にあたっ

ては、構成員の中から会長が指名する者をもって充てるとされております。これまで、副会長は商工

会議所の河村前会頭に務めていただいておりましたため、現在は、副会長が空席となっております。

本日は、本会議の会長である熊谷市長より新たな副会長を御指名いただきたいと存じますので、よろ

しくお願いいたします。事務局からの説明は以上でございます。 
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○熊谷会長（八戸市長） 

はい。それでは、副会長につきまして私の方から指名させていただきます。地域経済やまちづくり

などの幅広い分野において、豊富な知識と御経験をお持ちである武輪委員に副会長をお願いしたいと 

思いますが、いかがでしょうか。 

 

≪異議なしの声≫ 

 

○熊谷会長（八戸市長） 

ありがとうございます。それでは、副会長は武輪委員にお願いいたします。どうぞ、よろしくお願

いいたします。 

 

○武輪委員（八戸商工会議所会頭） 

 よろしくお願いいたします。 

 

○熊谷会長（八戸市長） 

続いて、案件(2)「令和4年度 第1回推進会議の議事録について」、事務局から説明をお願いします。 

 

○事務局（八学大・田中教授） 

それでは、令和4年度第1回推進会議の議事録について、御説明申し上げます。資料2の「令和4年度 

第1回八戸産学官連携推進会議 議事録」をお手元にお配りしておりますが、本日は要点のみの説明と

させていただきますので、内容につきましては後ほど御確認をいただきたいと思います。 

前回の議事におきましては、「令和3年度 進行管理指標集計結果について」、「八戸地域学につい

て」の2項目に関して、委員の皆様から御議論いただきました。令和3年度進行管理指標結果について

は、「観光入込客数」や「プロスポーツ観客数」など、コロナ禍で数値が減少しているものもござい

ました。今後、コロナ前後での数値の比較等を分析しながら、引き続き数値の動向を注視していくこ

とといたしました。 

また、八戸地域学については、各校共通の講義として、令和4年度は全3回の講義を実施すること、

講師や場所、学生の聴講手法等について御説明申し上げ、様々御発言をいただきました。さらに、第

1回目の講義に合わせて開講セレモニーを行うことも、御了承いただいたところでございます。事務

局からの説明は以上でございます。 

 

○熊谷会長（八戸市長） 

ただいまの説明に対して、御質問、御意見等はございませんでしょうか。それでは、以上でこの案

件は終わります。 

続きまして、案件(3)「八戸地域学の開催実績について」、事務局から説明をお願いいたします。 

 

○事務局（八学大・田中教授） 

それでは、八戸地域学の開催実績について、御説明申し上げます。資料3を御覧下さい。まずは、

「1．講義実施概要」ですが、資料に記載のとおり第1回目の講義は熊谷市長に、第2回目は坂本学長

に、第3回目は塚原副会頭に講師を務めていただき、それぞれのテーマにて全3回の講義を実施いたし

ました。 
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次に、「2．各校の動画視聴日」については、表に記載のとおり、各校の講義の中で学生へ動画を

視聴していただいたところでございます。 

次に、「3．学生アンケート結果」についてですが、別紙ということで、1～11ページにかけて、3

回分のアンケート調査結果をまとめております。1ページ目は、第1回目の熊谷市長の講義となります

が、グラフを御覧いただいて分かるとおり、「講義内容は興味深いものでしたか」との問いに対し、

強く思う24.4％、思う60.4％と、80％を超える学生が興味深いと回答いたしております。また、「こ

の講義によって八戸に対する興味・関心は増しましたか」との問いに対して、強く思う21.3％、思う

64.6％と、こちらも85％を超える学生が八戸に対する興味・関心が増したと回答しております。 

次に、2ページ目を御覧下さい。こちらは、講義に対する質問があれば記載してもらっております

が、この質問に対する回答については、後ほど、それぞれの講師の担当機関において回答を作成し、

各校にお知らせしたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

次に、3ページ目を御覧下さい。こちらは、講義で聞いてみたい事柄について自由に記載してもら

っております。様々な御意見がございますので、今後の講義テーマの選定の際に参考としていきたい

と思っております。 

以降、6ページ目からは坂本学長の第2回講義、9ページ目からは塚原副会頭の第3回講義についての

アンケート調査結果となっておりますので、後ほど御覧いただければと思います。事務局からの説明

は以上でございます。 

 

○熊谷会長（八戸市長） 

 ありがとうございます。ただいまの説明に対して、御質問、御意見等ございますでしょうか。 

それでは続きまして、案件(4)「令和5年度事業計画（案）について」、事務局から説明をお願いい

たします。 

 

○事務局（八学大・田中教授） 

それでは、令和5年度事業計画（案）について、御説明申し上げます。資料4を御覧下さい。まずは、

「1．八戸地域学について」ですが、先ほども御説明申し上げましたが、今年度3回の実施による学生

へのアンケート結果によると、講義内容が興味深いと回答した学生や、八戸市への興味・関心が増し

たと回答した学生が約8割と多く、学生にとっては大変有意義な講義であったことが分かることから、

令和5年度以降も引き続き実施していきたいと考えております。実施方針といたしましては、八戸地

域学で15コマの講義が出来るように、既に完成している3本の動画も含め新たな講義動画を積み上げ

ていきたいと考えております。講義内容によりましては、数値等、様々な情報が古くなる場合もござ

いますので、その際は、動画の撮り直し等も含め検討してまいりたいと考えております。令和5年度

の八戸地域学については、講義内容が同じ分野の講義に偏らないように、全15コマの全体計画を描き

ながら進めていく必要があることから、まずは、事務局会議にて全体計画を作成した上で、令和5年

度の講義テーマや講師の選定を進めていきたいと存じます。 

次に、「2．その他の取組案の検討について」ですが、令和2年3月に策定いたしました、産学官連

携による八戸未来創造中長期計画の推進を図るため、同計画で掲げた目標達成に向けて、八戸地域学

のほかに、産学官が連携した具体的な取組案についても協議してまいりたいと考えております。この

ことについての事務局からの説明は以上でございます。 
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○熊谷会長（八戸市長） 

ただいまの説明に対しまして、御質問、御意見等はございますでしょうか。無ければ、これまでの

案件説明も含めまして、全体を通して何か皆様方から御意見等をいただきたいと思います。  それ

では、はじめに、水野委員からお願いいたします。 

 

○水野委員（八学大学長） 

 はじめに、八戸地域学が無事スタートでき、しかも初回は熊谷市長、続いて坂本学長、そして塚原

副会頭と講師になっていただいて本当にありがとうございました。受講した学生に対しても非常に反

響が大きかったということで、大変嬉しく思っております。今後について、事務局から提案があった

3本を軸に15回ということですので大学だと2単位、そこを目がけて積み上げていく方針で理解いたし

ました。受講者数の表では、八学大は100人未満ということで、学内の状況ですと1クラスが受講して

きたというところだと思います。今後は、この今年度の取組を踏まえて、学内のカリキュラムの中で

どういうふうに落とし込んで単位化等に結び付けていくかというのを、今後学部内で議論させていた

だいて、また御報告させていただきたいなと思っております。加えて、八戸学院は系列校も持ってい

ますので、この八戸地域学を共有させていただきながら、可能であれば高校生への学びに発展できる

かどうかというところも、法人内で議論できればいいなと、今思った次第です。 

 2点目は、今後、この推進会議の中での議論テーマとして、地域の将来ビジョン、産学官が連携し

て具体的な取組案について検討を始めるといことで、この提案に対しても賛同させていただきたいな

と思います。以上です。 

 

○熊谷会長（八戸市長） 

ありがとうございます。それでは次に、杉山委員お願いいたします。 

 

○杉山委員（八短大学長） 

八戸地域学につきましては、本当にありがとうございました。1回目と2回目の講義を視聴させてい

ただいたのですが本当に素晴らしい内容で、本短大は来年度からカリキュラムで「地域文化論」とい

うのを設けるわけですが、そのコンテンツとして使わせていただきたいと思っております。 

ただ、ちょっと心配なのは、本当に中身が盛りだくさんというか、皆さん60分の中に本当にたくさ

ん詰め込んでいただいていて、素晴らしい内容なのですが、短大生が消化しきれるだろうかというこ

とも少し懸念しております。次にもし撮り直しとかがあるときには、詰め込みたくなる性があるとは

思うのですが、もうちょっと絞って学生が消化しやすいように、例えば、2回に分けるのは厳しいか

もしれませんが、坂本先生のお話ですと歴史の前半・後半と各1本ずつにするとか、そういう形にし

ていただけるとより有り難い感じもいたしました。すみません、勝手な感想です。 

 それから、地域文化論のカリキュラムを立ち上げるのですけれども、地域に親しむためにいろんな

歴史とか文化などの知識を入れると同時に、やっぱり学生自身が体を使って地域に出ていくことが凄

く大切だと思います。元々、ボランティアとかそういうのは盛んだったのですが、このところコロナ

で学生のボランティアは全部中止にしていますが、地域文化論の実践講座というのを別科目で立てま

して、これまで学生指導の流れの中でボランティアとか八戸小唄流し踊りに短大はずっと参加してき

たのですけれども、その流し踊りとかをカリキュラム外で行っていたんですね。それを地域文化論の

実践講座の中に組み入れて、単位化するようにしました。そういう形で、令和5年度からはコロナ対
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応とかは変わっていくとは思いますが、是非、学生が街に出ていろんなことが出来るようになってい

くと嬉しいなと思っております。以上です。 

 

○熊谷会長（八戸市長） 

 ありがとうございます。続きまして、圓山委員お願いいたします。 

 

○圓山委員（八戸高専校長） 

市長の御講演はじめ素晴らしい内容だったと思っております。本校の視聴者数が少ないのは、選択

科目の中の学生が聞いているということで、全学生のカリキュラムで組めずこのような形になったと

いうことで、今後の課題と考えています。この八戸地域学の講義については、やはり学生にだけ聞か

せるのはもったいないなと思っています。例えば、先ほど杉山先生からもありましたが、60分まるま

るだと市民の方もなかなか聞けないので、少し項目ごとに短時間に分けて補足説明を入れながら、Yo

uTubeなどで市民の方にも興味のあるテーマだけでも聞いていただくというのも１つの方法と考えて

ございました。 

 それから、もう1点は来年度に向けてということになると思いますが、先ほど言ったコマ切れのYou

Tubeなども含めて市民の方にお知らせしたり、いろんなところで先生方も使えるようなものしていた

だくというのも１つ課題でございます。もう１つは、産学官連携の中で何ができるかということを来

年度少し考えていただく。例えば、観光振興だとか水野先生が非常に頑張っておられる水産などを絡

めながら、どのようにしていくのかという方向性もお考えいただけたらどうかと思っていました。以

上でございます。 

 

○熊谷会長（八戸市長） 

 ありがとうございます。続きまして、坂本委員お願いいたします。 

 

○坂本委員（八工大学長） 

 私の方は、講師を担当した一人として、いろいろ感じたこともございまして、その辺も含めて八戸

地域学に関してお話したいなと思っております。まずは今日の御報告にもありましたように、80％以

上とか90％近くの方が講義に興味を抱いていただいたということと、地域に関心を持つことが出来た

ということで、目的は果たせたかなと思っているところでございます。若者の地域定着に、１つ貢献

することが出来たのではないかと思っておりました。私も自分でこういうことを話そうかなとある程

度定めていたのですが、実際、自分の担当が迫ってきたら気合が入りまして、あちこち動き始めて新

たな調査を始めたところ、非常に八戸愛がさらに深まりました。深まれば深まるほど人に伝えたくな

る。その、人に伝えたいという気持ちが学生さんに伝わるだろうという観点で取り組んだものもあっ

て、私ごときが八戸藩とかやっても、八戸市内には多くの知見を持った方がいるわけですので、私が

「こういうのを知っているかい、君たち」みたいなスタンスだと全然だめだと思っておりました。実

際、自分がどういうふうに知識を展開して興味を持って次に結び付けていったかということを一番伝

えたくて、それをストーリーの中に物語的に自分で撮ってきた写真を入れて誘導していったというこ

とが、自分自身としてもワクワクしながら話が出来たかなと思っています。それで、レポートにそれ

が如実に表れていたので、「あ、やったな」と思いました。学生さんたちが「八戸って意外と面白い

じゃない」、「よし、今度は調査してみよう」そういう気持ちになれたということ、こういう人をた

くさん増やすということが、この地域の活性化につながると考えていますので、学生さんたちだけで
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はなくて今回は市民の方も若干来ていただいたのですが、多くの八戸のファンを増やすべく、こうい

う活動を続けていければいいかなと思っています。もちろん、学生さんへの教育、それから先ほど先

生方からお話がありましたように、市民の方にも聞いてもらいやすいような形でメニューを組んで出

せればいいかなと思っているところでございます。 

 もう１つだけ蛇足的に付け加えておきたいのが、私もいろいろ調査して講義を構築する中で、これ

面白いなと調べていくといろんなことが見えてくるのですけども、そのときに、「これ面白いでしょ」

ということを伝えるのはいいのですが、もしかしたら、市民の方がいっぱいそれをお持ちなのではな

いかなと。様々なところでパブリックコメントですとか、市長さんはコミュニケーションをやる場面

というのがあると思うのですけども、それを含めて市民の一言、囁きみたいなものをどこかで集結さ

せたい。これは書籍等を見れば分かる話でもありますが、そうではなくて、市民の思いの中で生まれ

る興味をさらりと拾ってみたいなという気持ちが生まれました。是非、そういう形で市が発展してい

けばいいなと思っていますので、また今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

○熊谷会長（八戸市長） 

 ありがとうございます。それでは次に、武輪委員お願いします。 

 

○武輪委員（八戸商工会議所会頭） 

 八戸地域学の資料を拝見しまして、自由記述欄が凄く多く出されているというのは講義の一環だか

らというのもあるのかもしれませんが、素晴らしいなと思って読んでおります。今、全部目を通せて

いないのですが、大変参考になる内容があるのではないかなと思っています。中心街の賑わいづくり

には学生さんはじめ若い方の力が有効だというか、それがポイントだと思っておりますので、もし出

来れば、学生さんたちがこういうことをやりたいということを会議所なり他の団体なりでサポートし

て実現化が出来れば面白いんじゃないかと思っておりますので、この資料を参考にさせていただきた

いと思っております。以上です。 

 

○熊谷会長（八戸市長） 

 ありがとうございます。最後に、私の方から八戸地域学について申し上げさせていただきますが、

先ほど杉山委員からのお話がありましたとおり、1時間という中で盛りだくさんだったという意見が、

学生の中からも感想として出ておりまして、確かにちょっと詰め込み過ぎたなという反省はいたして

おります。ただ、武輪委員からもお話いただきましたとおりに、この講義内容に関する質問や今後講

義で聞いてみたい事項について、かなり記述していただいているというのは、これはやっぱり１つの

成果ではなかったかなと思います。これは１つ１つ丁寧に返す必要があると思いますし、講義で聞い

てみたい事項についての自由記述につきましても、こちらの方でも参考になる意見がいろいろありま

すし、何か返せるものがあれば返して、先ほどのコミュニケーションではないですけれども、対話を

しながら若者の関心をより惹きつけて地元定着につなげていく必要があるのではないかなと思ってお

ります。また新年度も継続するということになりますので、少し手間は掛かるかもしれませんが丁寧

な対応も必要ではないかなと思っておりますので、よろしくお願いいたします。また、皆様方の引き

続きの御協力、よろしくお願いいたします。私からは以上です。 

それでは最後に、「その他」ですが、皆様から何かございますでしょうか。 

 

 



7 

 

○武輪委員（八戸商工会議所会頭） 

 はい。現在、八戸商工会議所として「はちのへ活性化プロジェクト」という名の下に、3つの委員

会の組織を作る準備をしております。その構成としては、会議所の議員・会員のほかに八戸市の皆様、

高等教育機関の方のほか、団体の方も参画していただきたいというふうに考えておるところでござい

ますので、それについて説明をするお時間をいただきたいと思います。 

 

○熊谷会長（八戸市長） 

 はい、よろしくお願いいたします。 

 

○武輪委員（八戸商工会議所会頭） 

 それでは、説明につきましては、塚原副会頭兼専務理事から述べさせていただきます。 

 

○塚原副会頭兼専務理事 

 お手元にお配りしております資料を参考に、お話をさせていただきたいと思います。商工会議所に

は常設委員会というのが元々あったのですが、全てが議員の方々を対象にした委員会でした。それを

今回撤廃しまして、今一番起きている問題というものを考えた結果、「八戸商工会議所はちのへ活性

化プロジェクト」の中に3つの委員会を準備いたしました。私自身の八戸地域学でもお話をいたしま

したが、私がVISIT八戸という観光・物産の団体の理事長を務めて４年目に入りました。そこで感じ

たことは、観光客等が八戸駅に来て、宿泊する方の7割以上が中心街、飲食するのも中心街。という

ことは、観光客等を集めるのがVISIT八戸の施策ですが、その方々が中心街に行ったときにリピータ

ーになってくれるような対応でなければ次につながらないと思いまして、「中心街委員会」、「観光

委員会」、「取引拡大委員会」は、それに伴って新しい事業が出てくるのではないかという考えで作

っております。今、商工会議所6階に「株式会社 まちづくり八戸」という三セクがあります。まちづ

くり八戸というのは、中心街活性化のために作った会社でありまして、現在、武輪会頭が社長、私が

副社長ということになっています。今はグランドホテルの前にあります「番町ヒルズ」という市営住

宅の管理等をやっておりますが、まちづくり八戸を中心として中心街のことを今後はやるべきではな

いかと考えております。2枚目の方のＡ4の横版を見ていただきたいのですが、どういう人を入れたい

かという案を入れさせていただいております。中心街委員会というのは、中心街の各地区の代表の方

に入っていただかなければいけないのですが、今までのような議員に商店街の方が必ずやるというこ

とではなくて、市民全体で中心街のことを考えましょうということです。商店の商店主の方のための

中心街ということではなくて、市民全体で考える中心街でなければいけないのではないかということ

で、「ワーキンググループ」という表現になっております。ワーキンググループという意味合いは、

日中の会議は学生や高校生はなかなか出られないので、土・日にワーキングクループということで大

学生・高校生等、若い方々に集まっていただいて、そこの座長には、金入さんにお願いをしました。

若い人たちの意見をまとめるということをワーキンググループの方でしていただいて、それを中心街

委員会へ上げていただくという考え方です。 

観光委員会というのは、市内へ観光に来た方、ビジネスで来た方のほとんどが中心街に泊まる確率

が高い。その方々に対して、今は残念ながらホテル側から情報提供が出来ていない。VISIT八戸では

定期的に全国チェーンのホテルに集まっていただいて、宿泊者の数とかいろんなものをいただいてお

ります。そのときに言われるのは、中心街が何を行っているのか単発の情報しかないということで、

全体で何をやっているのかというのを作っていただきたいということを言われております。その辺の
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必要なことをまとめていかなければいけないということで、VISIT八戸と商工会議所と既に１回目を

やりましたけども、定期的に集まってお互いの情報交換をすること、だぶって同じ事業をしないよう

に一緒にやるということを、ミーティングしながら進めていきたいと考えております。それに伴いま

して、取引拡大委員会ということで、新たなお土産品などをこちらで考えられるような仕組を作りた

い。今、これは縦の委員会なのですが、全体を私自身が見ようと思っているので、横串をささないと

情報が共有されないというふうに思っております。八戸地域学をやった後、先ほどの坂本学長と同じ

で、自分が話したことで、中心街を歩いてみたり、泊まっている方を1時間で観光させたりしようと

思ったら何ができるかということを、試験的にVISIT八戸と仙台のDMO組織と組んで、3900円というお

金をいただいて、10人ぐらいの人数で八戸に来る方を案内するということをやってみました。点数が

一番高いのが、八日町にあります「八鶴」。「ほこるや」という場所を今お店にしているので、そこ

でお酒を買ったり試飲したり、裏側に安藤昌益の記念館というか資料館もあります。その後、おがみ

神社に連れて行きますが、買ったお酒に坂本宮司さんが魂入れてくれるんですよ。おがみ神社さんが

今綺麗になったので、おがみ神社さん自体の三社大祭の説明をやっていただいたりしています。あと、

はっちとかマチニワ、ブックセンターを案内するとか、「さんぽマイスター」というのがVISIT八戸

と一緒にやっているのですが、中心街で案内するコースを私たちの年代が考えるのと、学生さんたち

が考えるのではきっと違うかもしれませんし、そういうコースも作ってみたいなと思っています。商

工会議所側の方々のお店が多いので、そちらの御意見を聞いて一緒にやらないとできないものだと思

っておりますので、今現在は、この3つの委員会を新規に立ち上げて意見を吸い上げ、そこにどうし

ても学生さんたちの意見を入れてまいりたいと思っております。美術館の周りには八戸学院さんも工

業大学さんも関連する場所があるので、一緒に出来る方法を考えていきたいと思っております。資料

では、工業大学さんとか八戸学院さんで、名前を入れてある先生や入れていない先生がいらっしゃる

のですが、これから交渉したいと思っておりますし、国立高専さんの場合は授業があるので入れない

というのではなく、入れることが可能なのかどうかも含めて御相談をさせていただければと思ってお

ります。新聞の次のページに、市長もお出になっている「若者マチナカ会議」というのがこの前あり

ました。やはり、若い人たちもまちの将来を語ったりする場があるわけで、そこの意見というのも吸

い上げられるような仕組になればと思っております。 

最後にもう1枚、2月24日に松山から来ていただくのですが、株式会社まちづくり松山というところ

の社長で、下の方にプロフィールが付いていますが、ゴールドマン・サックスにいて、その後御実家

に戻られていますが、私も松山に行ってきました。41歳という年齢で、やっていることは全てがデジ

タルなんです。最初聞いたときには、八戸ですと共通商品券というのがあったのですが、向こうは

「まちペイ」という地域通貨、地域で使える、その中で囲い込むことをやっております。市長の公約

にもデジタルというのもありますし、私どもの商工会議所もデジタル化に向けていろいろ進めており

ますので、将来的にデジタルのことを私どもの年代が語っても内容が良く分かりませんが、学生さん

たちに入っていただいて話をしなければなかなか出来ないのではないかと思っているので、まちづく

りというのは学生の力がないと出来ないということを私たちは確信しているので、なんとかお力を借

りながら、この団体でやっていけるものがあればやらせていただきたいと思っております。以上です。 

 

○熊谷会長（八戸市長） 

ありがとうございました。ただいまの説明について、何か御意見ございませんでしょうか。 
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○水野委員（八学大学長） 

 今の御提案に対して、これから個別にいろいろ学生を動員したり教員が関わったりというのは、御

相談させていただけるという理解でよろしいですか。 

 

○塚原副会頭兼専務理事 

 はい、そうです。今、既に声を掛けているところもあるのですが、今日お会いするのが分かってい

たので、まず各校長先生方に御理解いただいて、この後本格的に動こうと思っておりますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

 

○水野委員（八学大学長） 

 よろしくお願いします。 

 

○熊谷会長（八戸市長） 

 ありがとうございます。他に何かございませんか。それでは、事務局につきましては本日の各委員

の意見を踏まえつつ取組を進め、次回の会議にて進捗等の報告をお願いしたいと思います。それでは

司会へ進行をお返しします。 

 

○司会（八工大・高橋教授） 

 はい、ありがとうございました。本日の各委員の皆様の御意見等を踏まえ、今後の取組を進めてい

きたいと思います。次回の推進会議の予定ですが、令和5年10月頃の開催を予定しております。開催

が近づきましたら改めて御案内差し上げますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、これをもちまして、「令和4年度 第2回八戸産学官連携推進会議」を終了いたします。

本日はありがとうございました。 


